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笠
間
丈
夫
議
員
が
懲
罰
議
決
に
従
わ
ず
議
会
が
流
会

　

９
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
笠
間
議
員
へ
の
懲
罰
に
つ
い
て
、
懲
罰
委
員
会
か
ら
報

告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
「
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝
」
の
懲
罰
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

笠
間
議
員
は
こ
の
議
決
に
従
わ
ず
「
陳
謝
」
を
拒
否
し
た
た
め
、
再
度
懲
罰
委
員
会
を
設

置
し
審
議
を
行
い
、
16
日
の
本
会
議
に
お
い
て
「
３
日
間
の
出
席
停
止
」
の
懲
罰
を
可
決
し

ま
し
た
が
、
本
会
議
へ
出
席
し
続
け
ま
し
た
。
出
席
停
止
の
議
員
が
出
席
し
た
会
議
は
、
法

的
に
無
効
に
な
る
こ
と
か
ら
、
17
日
及
び
18
日
（
最
終
日
）
の
会
議
が
開
け
ず
、
定
例
会
は

流
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
議
案
等
を
採
決
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
一
般
質
問
は
９

名
の
議
員
が
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
５
名
の
議
員
は
質
問
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
流
会
…
…
会
議
が
開
か
れ
な
い
ま
ま
議
会
が
終
了
す
る
こ
と

懲
罰
特
別
委
員
会
審
査
報
告
①
（
９
月
３
日
本
会
議
）

　

平
成
26
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
、「
笠
間
丈
夫
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議
」

に
つ
い
て
、
６
月
定
例
会
に
お
い
て
中
間
報
告
を
行
い
、
継
続
審
査
と
し
た
。

　

笠
間
議
員
は
「
陳
謝
」
と
す
る
懲
罰
に
は
従
わ
な
い
と
し
て
い
る
が
、出
席
停
止
の
懲
罰
は
、

議
員
と
し
て
の
権
限
を
一
定
期
間
は
く
奪
す
る
も
の
で
、
非
常
に
重
い
懲
罰
と
な
る
。

　

委
員
か
ら
は
、
出
席
停
止
よ
り
も
軽
い
「
陳
謝
」
が
妥
当
で
あ
る
、
本
会
議
場
に
お
い
て

陳
謝
す
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、「
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝
」
の
懲
罰

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

懲
罰
特
別
委
員
会
審
査
報
告
②
（
９
月
16
日
本
会
議
）

　

笠
間
議
員
は
、
９
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
「
公
開
の
議
場
に
よ
る
陳
謝
」

の
懲
罰
に
従
わ
ず
、
陳
謝
を
拒
否
し
た
た
め
、
新
た
に
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
審
査
を
行
っ
た
。

　

法
的
効
力
の
あ
る
議
決
を
無
視
し
た
行
為
は
、
議
員
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
本
人
は
全
く
反
省
し
て
お
ら
ず
、再
度
陳
謝
と
し
て
本
人
の
口
か
ら
謝
罪
さ
せ
る
べ
き
。

陳
謝
と
し
て
も
ま
た
無
視
す
る
だ
ろ
う
か
ら
出
席
停
止
と
す
べ
き
。
議
決
無
視
は
最
も
重
大

な
懲
罰
事
犯
で
あ
り
除
名
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
、
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
議
論
の
末
に
採

決
し
た
結
果
、
全
委
員
一
致
で
出
席
停
止
の
懲
罰
に
決
定
し
た
。
出
席
停
止
の
期
間
に
つ
い

て
は
、
最
も
重
い
５
日
間
と
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
が
、
本
会
議
の
残
日
数
３
日
間

の
出
席
停
止
と
す
る
こ
と
に
全
委
員
一
致
で
決
定
し
た
。

　

 
９
月
定
例
会
の
流
会
に
つ
い
て

　

市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
市
政
発
展
の
た
め
ご
協
力
い
た
だ
き
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
は
９
月
３
日
に
開
会
し
、
各
議
案
等
を
審
議
い
た
し
ま

し
た
が
、
９
月
17
日
（
一
般
質
問
２
日
目
）、
18
日
（
議
会
最
終
日
）

の
本
会
議
が
流
会
と
な
っ
た
た
め
、
採
決
が
行
わ
れ
ず
議
案
等
が
廃
案

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
議
会
へ
の
出
席
停
止
の
懲
罰
議
決
を
受
け
た
議
員
が
、
議
決

を
無
視
し
本
会
議
に
出
席
し
た
た
め
、
会
議
が
開
け
ず
に
流
会
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
９
月
20
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
廃
案
と
な
っ
た
議
案
を
再

度
審
議
し
採
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
新
聞
等
に
お
い
て
も
報
道
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今
回
の
事
態
は
一
議
員
の
み
な
ら
ず

議
会
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
心
よ
り
深
く
反
省
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
た
議
員
と
し
て
、
よ
り
一
層
鋭
意
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

潮
来
市
議
会
議
長　

根　

本　

又　

男
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笠間丈夫議員に対する懲罰の審議結果
懲罰特別委員会報告「公開の議場における陳謝」を賛成多数で可決（９月３日）
○反対討論（原議員・沼里議員・大平議員・薄井議員・𠮷川議員）
・笠間議員はやむを得ず退席したのであって懲罰にあたらない。
・議長の采配に問題があったためで、懲罰にすべきでない。
・公平な審議が行われていない。

○賛成討論（小沼議員・柚木議員・内田議員・後藤議員）
・議会を侮辱し勝手に退席したことは明らかな事実である。
・懲罰委員会の審査結果を重んじるべき。
・笠間議員は議会に対して真摯に対応して欲しい。

懲罰特別委員会報告「３日間の出席停止」を賛成多数で可決（９月16日）
○反対討論（原議員・沼里議員・大平議員・薄井議員・𠮷川議員・藤崎議員）
・３月定例会の案件であり、時効、廃案である。
・議長の不適切な議事運営に問題があり、懲罰を科すべきでない
・陳謝しないことに対する懲罰には疑義がある。

○賛成討論（杉本議員・柚木議員・内田議員・村山議員・橋本議員）
・議決無視は議員として絶対に許されない。
・懲罰議決に従うのは議員としての義務である。
・一言謝罪していれば、ここまで審議が長引いていない。

議長に対する不信任動議を否決（９月10日）
　動議提出者　𠮷川　俊　議員
　提 出 理 由　適正かつ公平公正な議会運営がなされていない。

○賛成討論（笠間議員・原議員・沼里議員・大平議員・薄井議員）
・議事運営、議会だより発行等の職務を果たしていない。
・懲罰審議や議長不信任動議の手続きが不適切である。
・不信任動議が出た議長が議事運営することは無理である。

○反対討論（後藤議員）
・議事運営に尽力しており不適切なことはしていない。

懲罰動議が提出されました（９月17日）
橋本きくい議員に対しての懲罰動議が提出されましたが、流会のため審議されませんでした。
橋本議員は９月20日の臨時会本会議において謝罪しました。

○動議提出者　　今泉議員・藤崎議員・薄井議員・大平議員・𠮷川議員・笠間議員・沼里議員・原議員
○提 出 理 由　　 橋本きくい議員は、９月１６日本会議の懲罰特別委員会審査報告に対する討論において、他

の議員に対して「泥棒」「与党野党」「潮来が壊されてしまう」などの暴言をはいた。これら
の発言は議員を侮辱し、議会の秩序を乱し、議会の信用を著しく失墜させる行為であり、議
員として決して許されるものではありません。よって、地方自治法第１３４条の規定により
橋本きくい議員に対して懲罰を科すよう求めます。

議員名 採 決 議員名 採 決

賛成９・反対７

議員名 採 決 議員名 採 決

賛成９・反対７

後藤　博子
村山　正光
原　　浩道
田崎　　清
沼里真一郎
笠間　丈夫
𠮷川　　俊
橋本きくい
柚木　　巖

後藤　博子
村山　正光
原　　浩道
田崎　　清
沼里真一郎
笠間　丈夫
𠮷川　　俊
橋本きくい
柚木　　巖

大平　幸一
内田　正一
薄井　征記
今泉　利拓
小沼　英明
藤崎　忠徳
杉本　俊一
粟飯原治雄

大平　幸一
内田　正一
薄井　征記
今泉　利拓
小沼　英明
藤崎　忠徳
杉本　俊一
粟飯原治雄

賛　成
賛　成
反　対
賛　成
反　対
除　斥
反　対
賛　成
賛　成

賛　成
賛　成
反　対
賛　成
反　対
除　斥
反　対
賛　成
賛　成

反　対
賛　成
反　対
反　対
賛　成
反　対
賛　成
賛　成

反　対
賛　成
反　対
反　対
賛　成
反　対
賛　成
賛　成

議員名 採 決 議員名 採 決

賛成８・反対８

後藤　博子
村山　正光
原　　浩道
田崎　　清
沼里真一郎
笠間　丈夫
𠮷川　　俊
橋本きくい

大平　幸一
内田　正一
薄井　征記
今泉　利拓
小沼　英明
藤崎　忠徳
杉本　俊一
粟飯原治雄

反　対
反　対
賛　成
反　対
賛　成
賛　成
賛　成
反　対

賛　成
反　対
賛　成
賛　成
反　対
賛　成
反　対
反　対

※根本議長は除斥
　賛成反対同数のため柚木副議長が否決
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一般会計・国保特別会計等の補正予算を可決一般会計・国保特別会計等の補正予算を可決

主な歳出予算
地方債償還のための減債基金積立金‥ １億８,２１７万円
高齢者肺炎球菌予防接種業務委託‥‥‥‥ １,０８５万円
ヘルスランドさくら事業費‥‥‥‥‥‥‥‥‥９９４万円
農業振興に係る各補助金‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６５８万円
日の出地区道路避難誘導灯設計委託‥‥‥ １,１００万円
台風等災害対策費　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５７３万円
台風災害復旧工事費　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４８５万円
国保特別会計基金積立金‥‥‥‥‥‥ １億９,５９４万円
介護給付準備基金積立金‥‥‥‥‥‥‥‥ ５,６９６万円

　

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
が
流
会
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
９
月
20
日
（
土
）
に
議
会
臨
時
会
を
開
催
し
、
廃
案

と
な
っ
た
議
案
が
再
提
出
さ
れ
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

条
例
制
定
、
条
例
一
部
改
正
、
補
正
予
算
、
平
成
25
年
度

決
算
等
を
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

５
人
の
議
員
が
市
政
一
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

健康都市宣言「健康都市いたこ」を可決
　　健康は自分の財産、そしてまちの財産です。その財産を次の世代につなげていくことは、

みんなの願いです。

　わたしたちは自分の健康状態を知り、いつまでも元気で笑顔があふれるまちをめざして、

ここに「健康都市いたこ」を宣言します。

　一　潮来市の豊かな自然を感じ、どんどん歩きます。

　一　食べ物の素材を大切にし、みんなで味わい、わくわく食べます。

　一　地域の中で赤ちゃんからお年寄りまで支え合い、いきいきふれあいます。
※健康都市宣言は９月定例会初日に可決しました　

教育予算の拡充を求める意見書（要旨）
　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤作りにとってきわめて重要なことである。特
に学級規模の少人数化を拡充すべきとの意見が大多数であるが、厳しい地方財政の状況などから、自治
体が独自財源で少人数化を拡充することは困難な状況になっている。
　また東日本大震災からの教育の早期復興のための予算措置、早期の学校耐震化など政府として人的・
物的な援助や財政支援に継続的に取り組むべきである。よって政府においては、次の事項を実現される
よう、強く要望する。
１．きめ細かな教育の実現のために少人数学級を推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、その根幹となる義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
３．東日本大震災における教育復興のための予算措置を継続して行うこと。
　提出先　内閣総理大臣・内閣官房長官・総務大臣財務大臣・文部科学大臣

歳入歳出4億7,300万円を追加補正

◆ 国の関係機関へ意見書を提出しました ◆
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区　　分 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

人件費比率

　25年度も引き続き震災復旧・復興関連事業が中心となりました。災害復旧・復興事業も目
に見える形で進捗しており、関係する地域住民にも明かりが差しこんできたようです。依然と
して震災対応中心の予算執行の状況下でありましたが、福祉、教育等災害以外の事業も着実に
執行されており、平常モードに近づきつつあります。また、産業振興においてはメガソーラー
企業の稼働、潮来駅周辺商業用地への企業誘致が決まり、活性化への期待が高まるものです。
　しかしながら、厳しい財政運営であることに変わりはなく、限りある貴重な財源が、より一
層効率的かつ適正に執行されるよう、議会としても注視してまいります。

※総計決算における差引は33億3,968万円で、翌年度へ繰り越すべき財源20億730万円を差し
引いた実質収支は13億3,238万円の黒字となっています。

【財政力指数】　

市町村の財政力を測る指標。「１」に近づく

ほど財政力が強い。前年より減少しており更

なる自主財源の確保が必要。

【経常収支比率】

財政の弾力性を判断する指標。比率が高い程、

臨時的経費への余裕が少なく財政運営が厳し

くなる。80％未満が望ましい。

【実質公債費比率】

数値が高いほど財政の硬直性が高まる。25％

以上になると地方債の許可を受けられない。

10％未満が望ましい

【人件費比率】

財政構造上大きな比重を占める。震災前に比

較し減少しているが、引き続き人件費の管理

は今後も重要な課題である。

平成２５年度決算を認定平成２５年度決算を認定

会　計　名 歳　入　決　算 歳　出　決　算 差　　　　引

一　般　会　計

特

別

会

計

国民健康保険

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

総　　　　計

企　業　会　計 歳　入　決　算 歳　出　決　算 差　引　残　高

水道事業収益

水道事業資本

工業用水道事業

２２１億２,１２７万８,１７８円

４２億２,１７２万４,６３４円

　３１億１,７７９万５,０９０円

　　　　８,２４２万７,０４６円

　１８億９,７９７万６,７８８円

　　２億2,０４４万４,９２８円

３１６億６,１６４万６,６６４円

０.４９８

８８.９

６．６

９．５

０.５３９

８８.５

１１.７

１８.４

０.５２３

８８.５

１０.２

１４.８

０．５０３

８８．５

８．３

７．９

６億　   １４２万８,１５１円

５億６,５０４万９,６４７円

　　１,２１０万８,１４７円

６億７,５３１万４,０８４円

４億２,７６４万６,３４６円

１,３０４万２,５２３円

７,３８８万５,９３３円

△１億３,７４０万３,３０１円

９３万４,３７６円

１９０億８,７３０万７,６９９円

４０億　２４９万３,８９３円

　３０億９,３６６万７,５９６円

８,１６２万６,０４４円

　１８億３,９８４万５,８１６円

　　２億１,７０２万５,８１５円

２８３億２,１９６万６,８６３円

３０億３,３９７万４７９円

２億１,９２３万７４１円

２,４１２万７,４９４円

８０万１,００２円

５,８１３万９７２円

 　３４１万９,１１３円

３３億３,9６７万９,８０１円

潮来市の財政構造
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一
般
質
問　潮来駅周辺商業用地のホームセンター立地

は、地域の活性化に寄与するものと、周辺商業

者も喜んでるが、今回のホームセンター「ナフコ」の

企業誘致の経緯、今後の取り組み等について伺う。

企業誘致推進室長

昨年６月に問い合わせがあり、その後土地の賃

貸という方向で交渉を重ねてきました。出店に当た

り、アイモアとナフコの立地関係は、理想的な商業集

積されたショッピングモールに近いものであると伺っ

ています。

　現時点での計画は、来年１月に着工、５月末の開店

予定ということです。変更も考えられますが、あやめ

まつりの期間中に開店させたいと伺っています。　

　アイモアと一体感を持った商業エリアとする

ための考え等を聞いているか伺う。

企業誘致推進室長

アイモアとナフコの間で、人の出入りをスムー

ズし、できる限り一体感を醸し出すような考えと伺っ

ています。植栽等も一部伐採しイベント広場的なス

ペースも考えているという事です。

　多くの市民に親しんでもらうための周知方法

について伺う。

　かすみ保健福祉センター長　

10月18日に健都市宣言式典を行います。また宣

言文を区長回覧に

より配布、ＰＲ

キャラクター「あ

やめ」をモチーフ

にしたロゴマーク

を作成し、さまざ

まな場面で活用し

てまいります。　　

　現在、各地区で行われている健康教室の目的

や内容を伺う。　

かすみ保健福祉センター長

　保健師と管理栄養士による健康の話、特にメ

タボと減塩についての話を中心に開催しています。地

域の住民同士が、教室を通じて健康について学び、地

域の健康課題、個人の健康状況を理解していただくこ

とが目的です。　

Ｑ１． 潮来駅周辺商業用地の企業誘致について

Ｑ４． 健康都市宣言について

質問

質問
質問

再質問

答

答

答
答

質問者　村山　正光 議員

　

今
後
の
事
業
実
施
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
、
事
業
完
成
の
目
標
年
度
、
ま

た
事
業
実
施
に
当
た
り
地
元
へ
の

周
知
方
法
を
伺
う
。

上
下
水
道
課
長　

　

平
成
32
年
度
を
完
成

目
標
年
度
と
し
て
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

地
元
の
皆
様
へ
は
、
引
き
続
き

事
業
説
明
会
を
開
催
し
、
受
益
者

負
担
金
、
工
事
期
間
、
施
工
方
法

な
ど
を
説
明
し
ま
す
。
開
催
時
期

等
は
、
地
元
区
長
さ
ん
と
相
談
し

て
決
定
し
ま
す
。

　

国
県
と
の
連
携
は
と

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

下
水
道
接
続
に
対
す
る
個
人
へ
の

補
助
金
制
度
は
あ
る
の
か
伺
う
。

上
下
水
道
課
長

　

国
の
下
水
道
予
算
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
、
県
等
と
連
携

し
要
望
活
動
を
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。
個
人
へ
の
補
助
金
制
度

は
、
公
共
下
水
道
耐
震
整
備
工
事

資
金
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
あ
や
め
ま
つ

り
の
状
況
、
ま
た
新
し

い
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

観
光
商
工
課
長

　

本
年
は
85
万
１
、０
０
０

人
の
入
り
込
み
数
で
し
た
。
花
の

状
態
も
よ
く
、
大
勢
の
お
客
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
震
災
前
の

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
　

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て

は
、
水
郷
潮
来
観
光
協
会
等
の
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
天

の
川
の
嫁
入
り
舟
、
ま
た
、
鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
中
田
浩
二
選
手

ご
夫
妻
に
よ
る
嫁
入
り
舟
の
実

施
、
さ
ら
に
市
長
お
出
迎
え
ツ

ア
ー
が
大
変
好
評
で
、
旅
行
会
社

の
計
画
数
を
上
回
る
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。

質
問

質
問

質
問

答答

答

Ｑ３
． 

水
原
・
新
宮
地
区
の
下
水
道

事
業
に
つ
い
て

Ｑ２
． 

水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ
り
に

つ
い
て

その他の質問

　◎集中豪雨等への対策について

　◎結婚対策事業について
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　量水標は、この前川排水機場に以前設置して

あったのか伺う。

総務課長

　霞ヶ浦河川事務所に確認したところ、前川排

水施設建設前から水門には水位計が設置されており、

量水標は設置されていません。

　操作要領の中で、前川側の量水標とあります

が、現在設置していない。市は国交省に対して

どのような対応をしているのか伺う。

総務課長

　国交省では、量水標を水位計として読みかえ

て運用しているということです。

　量水標は設置していないので市から河川事務

所に設置依頼の考えを伺う。

総務課長

　霞ケ浦河川事務所では水位計を設置してお

り、目視で観測するものではなく、安全、迅速、正確

な水位計で観測しているということです。

　今年度実施される訓練内容について伺う。

総務課長

　今年度は、11月23日に大生原地区を中心に

市内全域で実施します。メイン会場は大生原小学校

で、通報訓練、避難訓練、情報伝達訓練、給水訓練、

救助訓練などを実施します。各地区自主防災組織に

は、参集訓練、安否確認訓練等を実施していただく予

定です。

　実体験訓練内容について伺う。

総務課長

　消火訓練、応急担架の作成、ロープ結束、応

急手当講習、沿道体験、呼吸器装着体験などを予定し

ています。

　ＡＥＤ、車いすの訓練を実施できないか伺う。

総務課長

　救助が必要な

方をいかに安全に救助

するかを重要と考えて

いますので、訓練内容

を充実させていきたい

と考えています。

　

潮
来
市
は
茨
城
町
の
皆
さ
ん

の
受
け
入
れ
先
に
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

本
年
７
月
25
日
に
、
茨
城
県

か
ら
各
市
町
村
の
受
け
入
れ
案
に
つ
い
て

提
示
さ
れ
ま
し
た
。
茨
城
県
で
は
約
96
万

人
が
避
難
対
象
と
な
り
、
約
44
万
人
は
県

内
30
市
町
村
に
避
難
、
約
52
万
人
は
福
島

や
栃
木
な
ど
に
避
難
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
潮
来
市
と
神
栖
市
が
茨
城
町
の

皆
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

市
と
し
て
受
け
入
れ
態
勢
計

画
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

県
が
策
定
中
の
広
域
避
難
計

画
を
受
け
て
、
避
難
対
象
の
市
町
村
が
受

け
入
れ
先
の
市
町
村
と
協
議
を
進
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
に
補
償
制
度
は
あ
る
の

か
。
市
民
活
動
中
、
祭
り
、
地

区
体
育
祭
、
防
災
訓
練
、
福
祉
活
動
、
青

少
年
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
で
起
き
た
事
故
に
よ
り
、
市
民

活
動
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
け
が
な
ど
を
し

た
場
合
、
傷
害
や
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場

合
の
負
担
を
ど
の
よ
う
に
市
と
し
て
対
応

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

地
区
運
動
会
、
防
災
訓
練
な

ど
、
市
が
主
催
し
て
い
る
行
事
に
つ
い
て

は
、
市
が
加
入
し
て
い
る
保
険
に
よ
り
対

応
し
ま
す
。
市
の
主
催
で
な
く
て
も
、
事

前
登
録
等
に
よ
り
、
公
益
的
な
活
動
は
対

象
と
な
る
保
険
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
は
、
潮
来
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
登
録
し
て
い
る
団
体

は
、
各
団
体
ご
と
に
保
険
に
加
入
し
て
対

応
し
て
い
ま
す
。　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
事

故
が
起
き
た
場
合
、
す
べ
て
保

険
で
対
応
で
き
る
の
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

保
険
は
任
意
で
す
の
で
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
登
録
し
て
い
る
全
て
の

団
体
が
保
険
加
入
し
て
い
る
状
況
に
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の

行
事
に
つ
い
て
は
、
保
険
で
対
応
に
入
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
後
広
報
を
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

保
険
の
内
容
に
関
し
て
は
、

問
い
合
わ
せ
等
に
よ
り
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ１
． 

東
海
第
二
原
発
事
故
想
定
受
け
入
れ
に
つ
い
て

Ｑ２
． 

市
民
活
動
災
害
補
償
制
度
に
つ
い
て

質問

質問

質問

質問

質問

質問

答

答

答

答

答

答

Ｑ３．前川排水機場について Ｑ４．防災について

答答

答答 答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質問者　大平　幸一 議員
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　柗田市長は平成19年３月に就任以来、「潮来
にもっと元気を！」のスローガンのもと走り抜

いてきた。東日本大震災では不眠不休による復旧活動

を指揮し、国を動かしての「液状化被害の認定見直

し」を主導した。さらには「地下水位低下工法」を全

国に先駆けて導入する等、市長の先見性と実現力に驚

くばかりである。

　柗田市政のこの３年半の実績は、日の出中学校体育
館建設、前川運動公園整備、水郷潮来ソーラーの企業

誘致、小・中学校の耐震化、小児医療費助成の中学卒

業まで拡充、市民の健康づくり推進等が挙げられる。

松田市長の７年半にわたる市政を振り返っての思い
と、３期目の挑戦について所信を伺う。

市長

　東日本大震災は生涯忘れ得ない未曾有の出来

事ですが、職員と一丸となり取り組むことができたと

思っています。日の出地区の復興事業が来年度終了す

る予定となっており、市民の皆様、多くの建設業者の

皆様のご協力の賜物と感じております。

　就任１期目は厳しい財政事情でしたが、安心・安全

に暮らせるまちづくりに取り組み、２期目には、さら

なる潮来市元気作戦としての重点施策を実行してまい

りました。

　将来を担う大切なお子さんと家族が安心に暮らせる

ようサポートし、また「健康は財産」を合言葉に、健

康で元気なまちづくりを推進してまいりました。

　企業誘致では水郷潮来ソーラーが開業し、潮来駅周

辺商業用地へのホームセンター誘致も決まり、さらな

るにぎわいも期待されます。

　潮来に生まれてよかった、住んでよかったと実感で

きるよう、これまで以上に柔軟で強い姿勢で運営して

いくことが使命であると思います。このすばらしい潮

来が安心・安全な町で、地域の活力がみなぎり、市民

が健康でいきいきと暮らせるよう、全身全霊を傾けて

邁進させていただきたいと思います。引き続きご指導

とご協力をお願いいたします。

一
般
質
問

Ｑ１．豪雨による土砂災害の防止対策について

Ｑ３．明年の潮来市長選挙について

　家屋及び道路に影響する土砂災害危険箇所を

伺う。

都市計画課長

　家屋の危険箇所は53カ所、道路の危険箇所は

77カ所です。

　生命の安全確保のため、防災パンフレットを

教材に防災教育を考えてはどうか伺う。

総務課長

　自助の精神に基づき、日ごろから自宅周辺の

危険箇所、避難場所を確認しておくことが重要である

と考えています。

質問者　柚  木　  巖 議員

その他の質問

　◎デマンド交通システムの早期導入

　について

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
久
し
い
。

住
宅
火
災
で
死
亡
し
た
半
数
以
上
が
高
齢
者
で
、
気
づ
く
の

が
遅
く
逃
げ
お
く
れ
た
も
の
で
す
。
警
報
器
の
設
置
に
よ

り
、
逃
げ
お
く
れ
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。　

70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
、
ま
た
高
齢
者
の
み

の
世
帯
に
対
し
、火
災
警
報
器
を
無
料
設
置
で
き
な

い
か
伺
う
。

市
民
福
祉
課
長

　

現
在
市
で
は
補
助
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
５
０
０
円
で
設
置
で
き
ま
す
。
警

報
器
は
２
、０
０
０
円
程
度
の
も
の
も
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
事

業
で
約
２
、５
０
０
円
程
度
で
設
置
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
促
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
の
警
報
器
普
及
率
が
現
在
34
・
14
％
で
す
が
、

今
後
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

消
防
署
及
び
消
防
団
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
チ

ラ
シ
配
布
等
で
啓
発
し
て
お
り
、
引
き
続
き
普
及
促
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
会
な
ど
で
警
報
器
を
共
同
購
入
し
て
、
取

り
つ
け
を
手
伝
っ
て
い
る
地

域
も
あ
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

そ
の
よ
う
な
情
報
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ２
．  

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
促
進
に
つ
い
て

質問

質問

質問

答

答

答

質
問

質
問

質
問 答答 答
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質問者　𠮷  川　  俊 議員

　

広
島
の
土
砂
災
害
は
、
突
発
す
る
災
害
へ

の
備
え
の
難
し
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
土

砂
災
害
防
止
法
は
平
成
11
年
に
起
き
た
広
島
の
豪
雨

災
害
を
契
機
に
制
定
さ
れ
、
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
場

所
を
市
町
村
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
、
避
難

体
制
の
整
備
、
訓
練
を
実
施
す
る
。
潮
来
市
の
地
域

防
災
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
伺
う
。

総
務
課
長

　

潮
来
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、
土
砂
災
害

予
防
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
昨
年
10
月
の

大
雨
、
台
風
27
号
の
備
え
と
し
て
、
土
砂
災
害
の
恐

れ
の
あ
る
お
宅
へ
訪
問
し
避
難
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
配
布
し
た
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
も

土
砂
災
害
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
り
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
一
覧
表
と
と

も
に
、
地
図
上
に
も
場
所
を
示
し
て
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

避
難
基
準
は
各
市
町
村
が
土
砂
災
害
や
水

害
な
ど
種
類
ご
と
に
決
め
る
。
避
難
勧
告
・

指
示
を
出
す
の
は
市
長
。
国
は
平
成
26
年
４
月
、
勧

告
・
指
示
を
出
す
際
の
新
指
針
を
定
め
、
早
め
の
対

応
を
求
め
て
い
る
。
空
振
り
を
恐
れ
ず
避
難
勧
告
を

出
す
。
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
災
害
弱
者
の
名
簿

作
成
を
市
町
村
に
義
務
付
け
た
。
潮
来
市
の
対
応
を

伺
う
。

総
務
課
長

　

避
難
に
関
し
て
は
、
要
援
護
者
等
の
方
を

第
一
優
先
と
し
て
考
え
、
区
長
、
民
生
委
員
の
方
の

協
力
を
得
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
早
目
の
避
難
を

呼
び
か
け
、
何
も
な
け
れ
ば
幸
い
と
言
う
考
え
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　二本松寺は光圀公ゆかりの寺。約４haの境内

に現在、約100種、約9,000株のアジサイが咲

く潮来の新名所。あやめまつりと連動させ、観光資源

として活用すべき。市長の見解を伺う。

観光商工課長

　あやめまつり等の問い合わせに際して、ほか

の見どころとして二本松寺のアジサイの案内をしてい

ます。二本松寺から預かりましたパンフレットを積極

的にお配りして広報

に努めています。あ

やめまつり期間中も

案内所等で紹介して

おり、二本松寺へ足

を延ばされた方も多

くいたと思います。

　平成25年度潮来市主要事業の台上戸地区市道

改良工事。現在の進捗と今後の見通しを伺う。

道路建設課長

　道路改良予定の延長約200メートル中、119

メートルについて既に発注済みです。埋蔵文化財の発

掘調査が９月の初旬に完了し、工事を再開する見込み

となっています。進捗状況については、地元の区長さ

ん等に十分なご説明をしております。

Ｑ３． 二本松寺のアジサイに
ついて

Ｑ４． 台上戸市道改良工事に
ついて

Ｑ２
．  

土
砂
災
害
防
止
に
つ
い
て

　日の出地区の復旧・復興工事は平成26年度市

の最重要課題。復興交付金事業の全体的な進捗

及び契約状況を伺う。

都市計画課長

　街区道路は８月末時点で工程どおり進んでお

り、契約件数は19件、契約金額は合計46億423万4,400

円です。

道路建設課長。

　幹線道路も工程どおり進んでおり、契約件数

26件で、合計40億9,009万6,800円を発注しています。

上下水道課長

　上下水道課としての進捗状況は、計画の工程

どおり進んでおり、

契約工事は39件で、

契約額合計で20億

3,814万3,600円です。

Ｑ１． 日の出地区復興事業の進捗について

質問 質問

質問

答

答

答

答

答

質
問

質
問 答答

その他の質問

　◎日の出に交番等の設置について

　◎ふるさと納税制度について

　◎会議公開制度の導入について

　◎がんばる地域交付金について
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潮
来
市
で
は
ど
の
よ
う
な
理
由

で
い
つ
か
ら
課
税
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。税

務
課
長

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
都
市
計

画
事
業
整
備
を
行
う
た
め
、
目
的
税
と
し
て

市
街
化
区
域
の
土
地
家
屋
に
対
し
て
課
税
し

て
い
ま
す
。
旧
潮
来
町
で
は
昭
和
32
年
度
か

ら
、
旧
牛
堀
町
は
平
成
16
年
度
か
ら
課
税
し

て
い
ま
す
。

　

鹿
行
各
市
で
都
市
計
画
税
を
課
税

し
て
い
る
地
域
は
あ
る
の
か
伺
う
。

税
務
課
長

　

鹿
行
で
は
、
潮
来
市
以
外
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
負
担
の
目
的
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
都
市
計
画
税
は
廃
止
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
廃
止
し
た
場
合
の
交
付

税
に
よ
る
措
置
に
つ
い
て
伺
う
。

人
事
財
政
課
長

　

廃
止
し
て
も
交
付
税
は
変
わ
り

ま

せ

ん
。

廃

止

し

た

場

合

に

は
、

１
億
５
、６
０
０
万
円
の
歳
入
減
と
な
り
ま

す
。

一
般
質
問

質問者　原　  浩  道 議員

Ｑ２
．
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

Ｑ１．日の出地区の道路災害復旧復興工事について

答

答答

　復旧・復興工事における住民からの苦情、意

見、要望等を伺う。

道路建設課長

　復旧工事に関して、一日でも早い事業完成の

要望をいただいています。側溝のふたかけ、施工時の

振動・騒音・迂回路等についてのご意見、苦情等問い

合わせがあります。

　十番排水ポンプ場建設工事の進捗状況につい

て伺う。

上下水道課長

　事業計画の工程どおり進んでおり、全体の約

14％という進捗状況です。

　ポンプ場の敷地全体の面積と土地の買い取り

金額を伺う。

上下水道課長

　ポンプ場用地については約3,900平米で、

1,729万2,000円です。

　７月12日に復興工事に携わる建設業組合関係

者によるバーベキューが行われました。旧あや

め駐車場で開催されたが、どのような目的で使用許可

を出され、市当局より誰が参加したのか伺う。

総務課長

　中央公民館で復興工事に携わる業者全体の安

全大会が開催され、安全大会後に行うイベント会場と

して申請を許可しています。市長及び建設部の管理職

が参加しました。

　復興工事に携わる建設業組合の方は、一生懸

命やっていただいていますが、一般的社会通念

上、発注者と受注者が市有地で飲食をともにするとい

うのはいかがなものか。

建設部長

　公民館での会議の延長にあるとの認識と、業

者の皆さんとの情報交換の場として参加しました。日

の出地区の復旧工事について、技術的な面や安全対策

など、貴重な意見交換ができたことと考えています。

質問

質問

再質問

再質問

質問

答

答

答

答

答

質
問

質
問

質
問

　

人
口
が
減
れ
ば
、
当
然
家
は
余
っ
て
い

く
。
人
口
減
少
に
よ
っ
て
既
に
日
本
全
体
の

空
き
家
は
８
３
２
万
と
、
空
き
家
率
も
過
去

最
高
の
13
・
5
％
に
達
し
て
い
る
。
い
ず
れ

日
本
全
体
の
空
き
家
率
は
40
％
に
な
る
と
い

う
予
測
も
あ
る
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
家
屋

が
長
期
に
放
置
さ
れ
る
状
況
は
、
環
境
保
安

の
観
点
か
ら
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。　

　

潮
来
市
の
空
き
家
軒
数
と
空
き

家
率
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

平
成
20
年
に
実
施
し
た
調
査
に

基
づ
い
た
最
新
の
デ
ー
タ
で
は
、
本
市
の
空

き
家
は
、
賃
貸
用
住
宅
、
別
荘
等
の
２
次
的

利
用
の
住
宅
、
長
期
不
在
等
で
放
置
さ
れ
て

い
る
住
宅
を
含
め
て
１
、
７
２
０
戸
で
、

14
・
3
％
と
な
り
ま
す
。

　

空
き
家
問
題
の
課
題
と
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長

　

最
大
の
課
題
は
、
個
人
の
財
産

で
あ
る
た
め
行
政
が
す
ぐ
に
対
処
で
き
な
い

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
、
空

き
家
対
策
特
別
措
置
法
案
が
国
会
に
提
出
さ

れ
る
方
針
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
国
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
ま
た
空
き
家
・
空

き
地
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
有

効
活
用
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

答

答

Ｑ３
． 

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

そ
の
他
の
質
問

　

◎
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の
向
上
に
つ
い
て

　

◎
浅
間
下
あ
や
め
園
跡
地
に
つ
い
て
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○小沼　英明　議員
1.茨城県民の歌・かつての潮来町民歌について
2.柗田千春市長の三期目について
3.アイモア隣の㈱ナフコの出店について
4.市内公共施設等における公衆無線ＬＡＮの環境づくりについて

○沼里真一郎　議員
1.日の出地区の工事による家屋傾き・沈下補償と道路復旧本舗装
後の掘り返しについて

2.先の１０月の台風２６号被害からの今後の対応について
3.ＡＥＤコンビニ配置と検索アプリと訓練について
4.土砂災害対応と警戒区域指定とタイムラインについて
5.野良犬野良猫対策として殺処分減へ去勢補助と年配者への生き
がいと見守りについて

6.前川運動公園からの土ぼこりの影響とメガソーラーに日陰で育
つ作物栽培の提案について

7.旧観光農園用地への太陽光発電誘致並びに新たな雇用確保につ
いて

○後藤　博子　議員
1.日の出地区の道路復旧・復興工事と液状化対策について
2.ＡＥＤ（自動体外式除細動器）について
3.健康都市宣言について

○橋本きくい議員
1.「潮来市男女共同参画都市宣言」１０周年を迎えての今後の取
り組みについて

2.農漁村男女共同参画について　
3.慈母観音様について

○今泉利拓議員
1.潮来市内の山崩れやがけ崩れなど、土砂災害危険個所への対応
について

2.アイモア隣、旧あやめ駐車場とＪＡ潮来ホールの間にある民有
地での地質調査について

3.アイモア隣、旧市営あやめ駐車場に市が誘致するホームセンター
について

4.市内土地改良区の合併について
5.柗田市長の土地改良区理事長就任について
6.議会に対する執行部の議案説明について

 

議
会
広
報
編
集
委
員
会
視
察
研
修
報
告

　
　
　
　

（
10
月
８
日
・
９
日　

長
野
県
上
田
市
議
会
・
東
御
市
議
会
）

　

上
田
市
議
会
の
「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ
い
て
は
、
紙
面
構
成
は
潮
来
市

と
似
て
い
ま
し
た
が
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が
工
夫
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
一
般
質
問
の
人
数
が
多
い
た
め
、
１
ペ
ー
ジ
に
３
人
分
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
要
点
が
ま
と
め
ら
れ
大
変
見
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
の
審
査
経
過
に
つ
い
て
も
委
員
会
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
分

か
り
や
す
い
紙
面
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
市
民
へ
の
議
会
報
告
会
の

開
催
や
、
議
会
傍
聴
券
に
議
会
の
感
想
等
を
記
入
し
て
も
ら
う
な
ど
、
積

極
的
に
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

東
御
市
議
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
作
業
は
す
べ
て
広
報
委
員
が

行
っ
て
い
ま
し
た
。
足
か
け
４
年
を
か
け
て
改
革
に
取
り
組
み
、
先
進
の

議
会
だ
よ
り
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
民
の
立
場
で
見
や
す
く
わ
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
進
め
た
結
果
、
広
報
専
門
誌
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
ほ
ど
の
す
ば
ら
し
い
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
し
た
。
難
解
な
議
会
用
語

や
堅
苦
し
い
表
現
が
簡
単
に
わ
か
り
や
す
く
掲
載
さ
れ
、
文
字
と
写
真
、

イ
ラ
ス
ト
が
効
果
的
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
一
つ
の
記
事
が
大

変
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
得
た
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
少
し
で
も
取
り
入
れ
、
多
く

の
市
民
に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
、
委
員
一
同
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

７　

月

１
〜
２
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
視
察
研
修　
　
　
　

議
長

３
日　

健
康
都
市
宣
言
策
定
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

３
日　

行
方
地
域
農
業
振
興
協
議
会
総
会　
　
　
　
　
　

議
長

７
日　

東
関
道
潮
来
鉾
田
間
建
設
期
成
同
盟
会　
　
　
　

議
長

７
日　

霞
ケ
浦
治
水
利
水
環
境
促
進
同
盟
会　
　
　
　
　

議
長

７
日　

潮
来
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会　
　
　
　

議
長

９
〜
10
日　

鹿
行
広
域
事
務
組
合
視
察
研
修
関
係
議
員

13
日　

あ
や
め
園
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

16
日　

広
報
編
集
委
員
会

17
〜
18
日　

教
育
福
祉
委
員
会
視
察
研
修　

22
日　

県
東
市
議
会
議
長
会
定
例
会　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

23
〜
24
日　

総
務
委
員
会
視
察
研
修　
　

24
日　

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
　
　
　
　
　
　

議
長

29
日　

鹿
嶋
香
取
潮
来
三
市
議
会
交
流
会　
　
　
　

関
係
議
員

30
日　

鹿
行
広
域
事
務
組
合
臨
時
会　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

　

８　

月

５
日　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会　
　
　

議
長

７
日　

健
康
都
市
宣
言
策
定
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

８
日　

懲
罰
特
別
委
員
会　

９
日　

牛
堀
地
区
納
涼
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

16
日　

鹿
島
神
宮
式
年
大
祭
潮
来
奉
賛
会　
　
　
　
　
　

議
長

20
日　

京
都
府
久
御
山
町
議
会
行
政
視
察
受
入
れ　

20
日　

霞
ケ
浦
大
規
模
自
転
車
道
建
設
促
進
会　
　
　

副
議
長

20
日　

人
権
教
育
研
修
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

21
日　

総
務
委
員
会
協
議
会

21
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会
協
議
会

22
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会

25
日　

日
の
出
地
区
夏
祭
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

26
日　

議
会
全
員
協
議
会

27
日　

東
関
東
道
・
国
道
５
１
号
バ
イ
パ
ス
要
望　
　
　

議
長

　

９　

月

１
日　

鹿
島
神
宮
例
大
祭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

２
日　

鹿
島
神
宮
式
年
大
祭
御
船
祭

３
日　

９
月
定
例
会　

初
日

３
日　

懲
罰
特
別
委
員
会

10
日　

９
月
定
例
会　

２
日
目 

10
日　

懲
罰
特
別
委
員
会

11
日　

総
務
委
員
会

11
日　

環
境
経
済
建
設
委
員
会

12
日　

教
育
福
祉
委
員
会
協
議
会

12
日　

懲
罰
特
別
委
員
会

16
日　

９
月
定
例
会　

一
般
質
問

20
日　

前
川
運
動
公
園
は
な
も
も
整
備
事
業　
　
　

関
係
議
員

20
日　

議
会
臨
時
会　

21
日　

潮
来
市
消
防
操
法
大
会　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

23
日　

潮
来
市
戦
没
者
追
悼
式　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

27
日　

各
小
学
校
運
動
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
係
議
員

30
日　

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
愛
称
選
考
会　
　
　

議
長

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

予定されていた５名の議員の一般質問は流会のため中止となりました予定されていた５名の議員の一般質問は流会のため中止となりました

上
田
市
議
会
だ
よ
り

東
御
市
議
会
だ
よ
り



編
集
後
記

編
集
後
記

　

議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
が
皆
様
に
届
け
ら
れ
る

頃
に
は
、
二
十
四
節
気
で
は
十
一
月

二
十
二
日
が
小
雪
に
な
り
ま
す
。
日
に

日
に
気
温
も
下
が
り
季
節
風
が
吹
く
頃

と
な
り
ま
す
。
第
３
回
定
例
会
に
お
い

て
「
健
康
は
財
産
」
を
合
言
葉
に
健
康

都
市
宣
言
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

過
日
、
延
方
生
活
学
校
と
延
方
公
民

館
が
主
催
す
る
三
世
代
交
流
「
ふ
れ
あ

い
の
場
延
方
」
が
同
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
親
、

お
年
寄
り
の
交
流
を
目
指
し
、
今
回
で

百
回
目
。
記
念
講
演
が
開
か
れ
た
ほ

か
、
工
作
体
験
や
飲
食
な
ど
多
彩
な

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
親
子
ら
が
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
に
な
る
よ
う
編
集
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
田
正
一
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委  

員  

長　
　

村
山　

正
光

　

副
委
員
長　
　

後
藤　

博
子

　

委　
　

員　
　

内
田　

正
一

　
　
　
　
　
　
　

橋
本
き
く
い

　
　
　
　
　
　
　

𠮷
川　
　

俊

　
　
　
　
　
　
　

沼
里
真
一
郎

　

９
月
の
第
３
回
議
会
定
例
会
は
、
一
般
質
問
が

１
日
目
の
み
で
終
わ
り
、
２
日
目
以
降
が
流
会
と

な
る
異
例
な
事
態
に
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い
私
は

１
日
目
の
一
般
通
告
質
問
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

政
治
活
動
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
度
は
議
会
定
例
会
を
傍
聴

し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
議
員
の
質
問
と
市
執
行
部
の
答
弁
を
拝

聴
し
、
議
会
定
例
会
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

特
に
関
心
の
あ
っ
た
「
第
63
回
水
郷
潮
来
あ
や

め
ま
つ
り
」
は
、
あ
や
め
の
咲
き
具
合
が
良
く
、

今
年
度
の
企
画
が
当
た
っ
て
、
更
に
大
手
旅
行
会

社
の
ツ
ア
ー
等
も
加
わ
っ
て
、
85
万
人
を
超
え
た

来
客
数
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
市
執
行
部
の
答

弁
で
知
り
、
観
光
地
と
し
て
の
潮
来
市
の
将
来
が

明
る
く
感
じ
ま
し
た
。

　

議
会
と
行
政
が
智
恵
を
出
し
合
っ
て
議
論
し
、

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
住
み
や
す
く
、

生
活
し
や
す
い
潮
来
市
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。

　

こ
の
議
会
定
例
会
を
傍
聴
し
て
、
改
め
て
市
政

へ
の
関
心
を
高
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て

議
会
を
傍
聴
し
て

村　

山　

容　

子

村　

山　

容　

子

議会傍聴へお越しください議会傍聴へお越しください
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次回定例会は次回定例会は
11月26日（水）　開会予定です11月26日（水）　開会予定です

　本会議の様子をイン
ターネットでご覧いただ
けます（生放送・録画
放送）。
　潮来市議会ホーム
ページからご覧ください。

議会インターネット議会インターネット
放送を放送を実施しています実施しています

議　員　辞　職
原浩道議員が、一身上
の都合により、10月31
日付で市議会議員を辞
職しました。
在職期間：６年８カ月
　（平成20年２月から）

議長杯クロッケー・輪投げ大会
輪投げ大会優勝　清水グリーンクラブ クロッケー大会優勝　水原三区長寿会


